
 

 

 

平成 3１年 4 月 18 日 

愛   媛   大   学 

 

「宇和海沿岸地域事前復興デザイン研究センター」からのお知らせ 

つきましては、取材くださいますようお願いいたします。 

記 

※現地調査の場所やスケジュール等の詳細は、下記「本件に関する問い合わせ先」までお問い合わせください。 
 

【４月２０日（土）】 

午 後      各地区の現地調査（愛媛大学・東京大学の７グループが分散して調査） 

16:00～17:00  八幡浜市地区の報告・意見交換会 〔八幡浜市の研究センター〕 

17:30～18:30  レクチャー講演会 〔八幡浜市会議室〕 

※ 15:30 に、八幡浜市の宇和海沿岸地域事前復興デザイン研究センターで取材対応を行います。 

 

【４月２１日（日）】 

午前・午後   各地区の現地調査（愛媛大学・東京大学の７グループが分散して調査） 

13:30～14:30  伊方町地区の報告・意見交換会 〔三崎支所〕 

13:30～14:30  西予市地区の報告・意見交換会 〔高山公民館〕 

11:00～12:00  宇和島市地区の報告・意見交換会 〔宇和島市役所〕 

11:00～12:00  愛南町御荘地区の報告・意見交換会 〔平城公民館〕 

16:00～17:00  愛南町家串地区の報告・意見交換会 〔家串公民館〕 

 

【４月２２日（月）】 

午 前      各地区の現地調査（愛媛大学・東京大学の７グループが分散して調査） 

14:00～16:00  調査成果のグループ発表会 〔愛媛県八幡浜支局中会議室） 

 

「南海トラフ地震事前復興共同研究」 と 「宇和海沿岸地域事前復興デザイン研究センター」については、 

Web ページ（http://www.cee.ehime-u.ac.jp/~rd/index.html）をご覧ください。 

 

 

 

※送付資料１枚（本紙のみ） 

 

 

愛媛大学、東京大学、愛媛県及び宇和海沿岸５市町（宇和島市、八幡浜市、西予市、伊方町、愛南

町）が官学連携し、平成 30 年度から実施している「南海トラフ地震事前復興共同研究」の取り組みとし

て、事前復興プラン策定のための現地調査を実施しますので、お知らせします。本調査は、愛媛大学と

東京大学の大学院生と教員の総勢 80 名が 5 市町のモデル地区を踏査するとともに、地元の方々への

昨年度成果の報告・意見交換会を行うものです。 

本件に関する問い合わせ先 

社会連携課 防災情報研究センター 教授 山本浩司 

TEL/FAX:089-927-9021 Mail：kensien@stu.ehime-u.ac.jp  

【南海トラフ地震事前復興共同研究】（H30～R2 年度） 
愛媛大学，東京大学，愛媛県及び宇和海沿岸５市町（宇和島市，八幡浜市，西予市，伊方町，愛南町）が

共同で，南海トラフ巨大地震が発生した場合に地震・津波被害からの迅速な復旧・復興を図り，災害時の

社会経済への影響を最小限にとどめるための「事前復興」促進に向けた官学連携型実践的共同研究。 

PRESS RELEASE 

学生中心の大学 地域とともに輝く大学 世界とつながる大学 
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